
「さがまち」13へのご意見・ご感想をお寄せください。
ご意見・ご感想と情報紙の入手先、お名前、住所、年齢をご記入の上、
はがきまたはEメールでお寄せください。
（郵送先）〒252-0307　相模原市南区文京2-1-1　相模女子大学内
　　　　公益社団法人相模原・町田大学地域コンソーシアム事務局あて
（E-mail）info@sagamachi.jp

事業紹介 コンソーシアムからのお知らせ

ご意 見・ご感 想

学生情報局「さがまちバンバン」放送中！
【放送時間】
月・金　　　　午後４時～
火・水・木・日　午後8時15分～
土　　　　　午後4時15分～

放送時間はコチラ http://tokyo.jcommunity.net/

相模原・大和エリア、町田・川崎エリア等で毎日放送中
J:COMチャンネル(デジタル11ch)

「さがまちコンソーシアム（正式名称：公益社団法人相模原・町田大学
地域コンソーシアム）」は、相模原市と町田市を生活圏とする大学、Ｎ
ＰＯ法人、企業、行政などさまざまな主体が連携し、それぞれの特性を
活かした協働を通じて、魅力あふれる地域社会を創造することを目的
に、2007年（平成19年）6月に設立され、2010年（平成22年）4月に一
般社団法人になり、同年10月に公益認定をいただきました。

さがまちコンソーシアム加盟大学の学生が制作する地域情報番組「さ
がまちバンバン」。毎月、担当の大学がさまざまな視点で制作したオリ
ジナル番組をお送りします。ぜひご覧ください。番組のバックナンバー
はさがまちコンソーシアムのＷＥＢでご覧いただけます。

【大学等】青山学院大学・麻布大学・和泉短期大学・桜美林大学・北里大
学・國學院大學（人間開発学部）・相模女子大学・相模女子大学短期大学
部・サレジオ工業高等専門学校・女子美術大学・玉川大学・多摩美術大
学・東京家政学院大学・東京女学館大学・東京造形大学・法政大学・山野
美容芸術短期大学・和光大学・町田デザイン専門学校
【企業等】小田急電鉄株式会社・株式会社紀伊國屋書店・株式会社さが
みはら産業創造センター・株式会社八千代銀行・株式会社横浜銀行・相
模原商工会議所・町田商工会議所
【公益法人】公益財団法人相模原市都市整備公社・公益財団法人相模原市
民文化財団・公益社団法人相模原市薬剤師会
【NPO法人】NPO法人相模原エスティアート・NPO法人さがみはら市
民会議・NPO法人CCCNET・NPO法人チームさがみはらプラス
【行政】相模原市・町田市

さがまちコンソーシアムについて

加盟機関 (50音順)

「さがまち」No.13

発行月 : 2012年9月
発行所 : 公益社団法人相模原・町田大学地域コンソーシアム
URL : http://sagamachi.jp E-Mail : info@sagamachi.jp

大学と地域の連携によるまちづくり情報紙

私たちのまち さがみはら まちだ。

今まで知らなかった大学や地域の情報が盛りだくさん。

「さがまち」は大学生が企画・取材・編集しました。
Take	
  Free
ご自由にお取り下さい

P
R
IC
E

さがまちWEB
公開中！

http://sagamachi.jp

WEBならではの手法で
さがまちの魅力を紹介！

132012	
  Autumn&Winter

今号の参加大学
青山学院大学 / 多摩美術大学

赤塚 さがまち編集の経験は大変かつ面白み溢れた貴重な経験になり、これを社
会に役立てられたらいいと思います。

古橋 さがまちの編集では取材が一番大変かつ楽しい作業でした。仲間と一つの
企画に携われたことが良かったです。

濵田 貴重な経験ができてたくさんのことを学びました。

彦根 始めから終わりまで携わることで、一記事が完成するまでの過程をじっく
りと体感することができました。

青山 さがまちを通していろんな人と出会い経験したことは、どれもわたしの身
になっています。皆さんに感謝です！

田代 さがまちは様々な方の協力で成り立っていることを実感しました。貴重な
体験ができ、楽しかったです！

出野  誰かと共に1つの物を作り上げる事の大変さ、そして楽しさを経験することが
出来ました。

熊谷 取材の段取りや記事の作成まで全てやらせてもらったので、とても良い経験に
なりました！

丸山 色々大変でしたが、未知の体験ができたり、楽しくできました。C班お疲れ様でした。

西端 初めての作業に翻弄されつつ毎回楽しみながらなんとか誌面を完成させまし
た。私達の頑張りを是非ご覧下さい。
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今
回
取
材
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
オ
ギ
ノ

パ
ン
製
パ
ン
工
場
は
、
国
道
4
1
2
号
の

沿
い
に
あ
り
ま
す
。
工
場
に
は
併
設
の
直

営
店
が
あ
り
、
そ
こ
で
た
く
さ
ん
の
種
類

の
パ
ン
の
購
入
と
店
頭
で
の
飲
食
が
可
能

で
す
。
ま
た
工
場
見
学
も
で
き
ま
す
。

左
の
ク
ー
ポ
ン
を
使
え
ば
今
だ
け
！
あ
げ

ぱ
ん
を
一
本
プ
レ
ゼ
ン
ト
中
！

直
営
店
の
レ
ポ
ー
ト
を
さ
が
ま
ち
w
e
b

レ
ポ
ー
ト
で
行
っ
て
い
ま
す
！
ど
う
ぞ
こ

ち
ら
も
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

さ
が
ま
ち
W
e
b
レ
ポ
ー
ト
で
は
、
直

営
店
で
い
た
だ
い
た
パ
ン
の
数
々
や
、
工

場
の
動
画
、
社
長
さ
ん
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
な
ど
誌
面
に
載
せ
ら
れ
な
か
っ
た

コ
ン
テ
ン
ツ
が
い
っ
ぱ
い
で
す
！
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川
県
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模
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緑
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竹
2
8
4
1 

電
話　

0
4
2-

7
8
0-

8
1
2
1

営
業　

9
時
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〜 

18
時
30
分

　
　
　

年
中
無
休

 

　

給
食
パ
ン
と
言
え
ば
ま
ず
思
い
浮
か

ぶ
の
は
「
コ
ッ
ペ
パ
ン
」
や
「
あ
げ
ぱ
ん
」

で
し
ょ
う
か
？
オ
ギ
ノ
パ
ン
で
は
通
常

の
パ
ン
に
加
え
て
練
乳
入
り
の
「
カ
ン

ト
リ
ー
ブ
レ
ッ
ド
」、
ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ

入
り
の
「
フ
ル
ー
ツ
パ
ン
」、
う
さ
ぎ
の

形
の
「
う
さ
ぎ
パ
ン
」
な
ど
を
製
造
し

て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
納
入
先
の
子
供

た
ち
に
受
け
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

新
商
品
の
開
発
は
現
場
の
栄
養
士
さ
ん

の
要
望
か
ら
始
ま
る
こ
と
が
多
い
と
い

う
こ
と
で
、
い
ず
れ
の
パ
ン
も
魅
力
的

な
給
食
パ
ン
に
は
オ
ギ
ノ
パ
ン
の
子
供

を
飽
き
さ
せ
ま
い
と
い
う
熱
意
が
垣
間

見
え
ま
す
。

違
っ
て
も
お
か
し
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
給
食
パ
ン
が
商
品
で
あ
る
以

上
均
質
性
を
保
つ
の
は
大
切
な
こ
と
で

す
。「
レ
ー
ズ
ン
パ
ン
の
レ
ー
ズ
ン
が

コ
ッ
ペ
パ
ン
等
に
入
る
の
は
異
物
混
入
」

と
い
う
こ
と
で
、
同
ラ
イ
ン
で
複
数
の

パ
ン
を
造
る
オ
ギ
ノ
パ
ン
で
は
製
造
間

隔
を
あ
け
て
製
造
す
る
な
ど
特
に
気
を

付
け
て
い
ま
す
。

③ 

個
数
が
ち
ゃ
ん
と
あ
る

　

多
く
の
学
校
・
施
設
の
パ
ン
の
注
文
を

受
け
る
オ
ギ
ノ
パ
ン
で
は
各
注
文
に
決

ま
っ
た
数
作
れ
て
い
る
か
が
大
切
な
ポ
イ

ン
ト
で
す
。
給
食
パ
ン
は
店
頭
商
品
と
異

な
り
注
文
の
数
に
合
わ
せ
て
作
る
も
の
だ

か
ら
で
す
。
数
を
多
め
に
作
る
な
ど
、
も

し
も
の
時
に
備
え
る
こ
と
で
食
べ
ら
れ
な

い
子
が
出
な
い
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

　

工
場
併
設
直
営
店
の
パ
ン
の
種
類
の

多
さ
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
オ
ギ
ノ

パ
ン
で
は
様
々
な
パ
ン
を
造
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
の
熱
意
は
給
食
パ
ン

に
も
。

　

学
校
給
食
パ
ン
製
造
の
裏
に
隠
れ
た
、

子
供
た
ち
が
パ
ン
を
お
い
し
く
食
べ
続

け
ら
れ
る
た
め
の
工
夫
に
つ
い
て
、
荻

野
社
長
、
店
長
両
名
に
お
話
を
お
伺
い

し
ま
し
た
。

　

オ
ギ
ノ
パ
ン
さ
ん
で
は
毎
日
た
く
さ
ん

の
給
食
パ
ン
を
造
っ
て
い
ま
す
。
欠
陥
の

許
さ
れ
な
い
食
品
を
た
く
さ
ん
造
り
続
け

る
オ
ギ
ノ
パ
ン
さ
ん
が
大
切
に
し
て
い
る

３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

① 

衛
生

　

食
品
工
場
で
の
雑
菌
の
混
入
は
集
団

食
中
毒
に
も
つ
な
が
る
た
め
工
場
内
で

は
衛
生
の
管
理
が
徹
底
さ
れ
て
い
ま
す
。

手
洗
い
・
作
業
服
の
着
用
は
も
ち
ろ
ん
、

作
業
服
の
ホ
コ
リ
を
落
と
す
た
め
の
コ

ロ
コ
ロ
、
エ
ア
ー
シ
ャ
ワ
ー
室
な
ど
、

清
潔
な
空
間
を
保
つ
た
め
の
努
力
に
は

余
念
が
あ
り
ま
せ
ん
。

② 

同
じ
物

　

パ
ン
は
食
品
な
の
で
、
料
理
と
同
じ

よ
う
に
１
つ
１
つ
の
出
来
上
が
り
が
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ご
来
店
の方に

あげ
あぱん

一本
プレゼント！

有
効
期
限
2012 年

12 月末
まで

こちらの
クーポン

1枚と

あげパ
ン
1本
を交
換
です。

相模原市緑区、丹沢山系の麓で給食パンを造る
パン工場があります。相模原市の小中学校をは
じめとする1日約2万食分のパンを製造するパン
工場とはどんなところなのか？給食パン製造の
裏側に迫りました！
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１度の仕込みであげ
ぱん２０００個分！
ミキサーにはひと一人
がすっぽり入っちゃい
ます。

小麦粉・砂糖・パン酵母を混ぜ合わせて
生地を作るミキシングの過程です。

この機械が止まると、
パンが中で発酵して
しまって大変！だから
故障に備えて全面プ
ラスチックなんです。

生地を15分休めることで、
傷ついたり型崩れするのを防ぎます。

ここでパンをのせて
いるトレイは自動回
収装置で回収されま
す。すごいんですよ！

成形・発酵を終えた生地を
コンベアにのせて焼き上げていきます。

このコンベアに入って
から出てくるまで30
分かかります。包装の
袋の内側に水滴をつ
けないためです。

焼いたパンを長い時間かけて
冷まして出荷できるようにします。

簡単な作業に見えます
が習得するまでには経
験が必要なんです

丸め機は、本来手作
業の過程を機械化し
ています。ガードの中
を生地がまわりなが
ら登って行きます。

生地を1個分の大きさに切り分けて、
形作りしやすいように丸めます。

ז
ी
Ǻ
Ȝ
Ᲊ੕
Ჭ
Ɯ
ƴ
Ə
ᲊ

ʴ�ȀȔǾǊÁ

ʵ�ণ٨

ʶ�ǱȜǶȔǓÁǿȜ

ʳ�്ԓ«ժƷ

←至上萩野

半原日向半原日向

至串川橋→
国道412号

あいかわ
公園
あいかわ
公園

宮ヶ瀬湖

宮ヶ瀬ダム宮ヶ瀬ダム

服部牧場服部牧場
給食オギノパンの店
ル・ポン

工場の説明をしてくださる
店長の荻野さん

01取材・写真・記事（赤塚 / 古橋 / 濱田 / 彦根）

さがまちWEB 検索
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～教室説明～
　森の中にいるような気分になるリラックスした音楽、ステンドグラスの板を切断す
る機械の音、陽気で気さくな柴山洋子先生と生徒さんの他愛もない会話が飛び交う
アットホームなG＆Wダックスフンドステンドグラス教室。こぢんまりとしたその教室
には、所狭しと平面から立体、置物から掛物までステンドグラスの作品や材料が置か
れている。また、今までに完成した作品は、丹沢山系の北の端にある焼山の山のすそに
作られた山小屋「ダックスフンドⅡ」にも展示されている。
　今年で18年目を迎える教室。ちなみに、名前の由来は先生の愛犬である２匹のダッ
クスフンドからきているそうだ。現在、生徒さんは主婦の方が中心で、趣味として気軽
に自由にステンドグラス作りを楽しんでいる。
　「やってみたらきっとおもしろい！やってみないとわからない！悩むよりやってみよ
う！」(By 柴山洋子先生)
　ステンドグラス作りを通して、日常を忘れた癒しのひとときを過ごしませんか。

～体験記～
　今回は、ステンドグラスで手鏡の装飾体験をさせていただいた。
　色とりどりのガラス片から好きなものを選び、金属棒を熱で溶かしながら鏡の周り
に接着していく。つなぎ目を丁寧にできるかどうかが、完成度の良し悪しを決めるの
で、とても重要な工程。先生に補正してもらいつつ、最後に薬品で磨けば、１つ30分程
でオジナル手鏡の出来上がり！
 

G&Wダックスフンド

住 所：相模原市南区相模大野7-11-2 リプロ相模大野4F
　　　 小田急線　相模大野駅　徒歩3分
Te l ：042-747-1900
営業：10:30 ～16:30　自由に選択可
休業：木曜・金曜

「何か習い事をしてみたい！」と思っていても、忙しくて調べる時間がなかったり、一歩が踏み出せなくてなかなか
始められない…。そんな主婦の皆様のために、町田市・相模原市にあるいろいろなジャンルの習い事教室を紹介し
ます。新しい趣味を楽しむ場、地元の方との交流の場、スキルアップの場である習い事教室。是非、これをきっかけ
に新しい出会いをしてみませんか？

～さがまちオトナのための習いごと～

information

着付け教室

高橋美登里きもの学院
住所：相模原市南区大野台5-11-12メゾンド島田210
T e l：042-855-8509

彫金教室

アトリエ原澤
住所：相模原市南区御園3-4-10
T e l：042-749-5188
休業：毎週日曜・月曜

ヨガ教室

ヨガスタジオ Pelvis
住所：相模原市中央区矢部3-16-1 201号室
T e l：042-851-4877

料理教室

ベターホーム
住所：町田市原町田6-3-3　町映ビル5階
T e l：03-3407-0471
営業：月～土 9:30 ～ 17:30
休業：日曜祝日

NHK文化センター
住所：町田市原町田4-1-17　ミーナ町田8階
T e l：042-726-0112
営業：月～土 10:00～ 18:30
　　　　日曜10:00～ 17:00
休業：祝日・振替休日・年末年始・GW・お盆

その他おすすめ習いごと

ステンドグラス教室

G&Wダックスフンド

～教室説明～
　相模原市内にはなかなかないプリザーブドフラワー教室MELK。マンション
の一室が教室となっており、リビングにある白い棚にはたくさんの作品が飾っ
てあり、とても可愛くて華やかな空間で、身も心も癒される。基本は一対一で、
いつでも好きな時間に門倉先生の優しく丁寧なレッスンが受けられる。生徒さ
んは普段なかなか時間のとれない20代～50代のパートや会社員の方が多く、
趣味として楽しんでいるようだ。教室を通して普段は手に入れることが難しいお
花やいろいろな資材も取り寄せられるので、家に帰ったあとも自分で気軽に楽
しめる。また、この教室では注文も受け付けており、過去には娘のウエディング
のプレゼントにしたいというお母様からのご依頼もあったそうだ。プリザーブド
フラワーとは造花を使うフラワーアレンジメントとは違い、生花を加工したもの
で、数年は色あせもなく、長持ちするため、大切な人へのお祝いやお見舞いなど
としても素敵な贈り物になる。
　そんなプリザーブドフラワーを是非、はじめてみませんか。

～体験記～
　今回は黄色いバラを使ったプリザーブドフラワー体験をさせていただいた。
　さまざまな色と大きさと種類のお花から自分の好みに合った組み合わせを選
び、小さなお皿に飾っていく。先生が丁寧に説明してくれるので、センスや器用さに
自信がない方でも、きっと可愛い作品がつくれること間違いなし！

MELK

住 所：神奈川県相模原市中央区上溝（駐車場あり）
　　　 JR 横浜線　矢部駅　　 徒歩約１０分
　　　 JR 横浜線　淵野辺駅　徒歩約１２分
Te l ：090-5758-8084
Mail：k.mariko@mopera.net

information

プリザーブドフラワー＆アーティフィシャル
フラワーアレンジメント教室＆フラワーショップ

MELK
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相模湖駅相模湖駅 相模湖東出口相模湖東出口
国道
20
号

国道412号

相模湖

相模川

霞む太陽の下で過ごした相模湖での 1 日。我々取材陣は、コンパク
トカー1台で、ふらっと手ぶらで出掛けたのに、本格的なアウトドア
を満喫！暑さも落ち着いた秋のお出かけにいかがでしょうか。

 

10
時
を
ち
ょ
っ
と
回
っ
て
到
着
し
た
の
は
相
模
湖
プ
レ
ジ
ャ
ー

フ
ォ
レ
ス
ト
。山
の
上
に
は
観
覧
車
が
の
ぞ
き
、遊
び
に
は
や
る
気
持

ち
を
抑
え
て
、相
模
湖
プ
レ
ジ
ャ
ー
フ
ォ
レ
ス
ト
内
の
W
I
L
D 

C
O
O
K
I
N
G 

G
A
R
D
E
N
へ
。薪
で
調
理
す
る
本
格
的
な

B
B
Q
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
こ
こ
W
I
L
D 

C
O
O
K
I
N
G 

G
A
R
D
E
N
で
は
、薪
も
食
材
も
道
具
も
す
べ
て
用
意
が
あ
る
の
で
、

ふ
ら
っ
と
ス
ニ
ー
カ
ー
や
サ
ン
ダ
ル
で
受
付
に
行
く
だ
け
で
O
K
。山
に

囲
ま
れ
た
最
高
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
B
B
Q
を
思
い
っ
き
り
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
。

　
我
々
も
B
B
Q
を
楽
し
む
た
め
さ
っ
そ
く
支
度
を
進
め
る
。す
べ
て
の

食
材
の
準
備
が
整
っ
た
と
こ
ろ
で
、火
起
こ
し
に
取
り
掛
か
っ
た
が
、薪

に
ま
っ
た
く
火
が
着
か
ず
予
想
外
の
大
苦
戦
。火
が
着
い
た
ら
今
度
は
火

力
を
保
つ
た
め
に
タ
イ
ミ
ン
グ
良
く
薪
を
投
入
。こ
う
し
て
薪
と
格
闘
し

て
い
る
と
、い
つ
の
間
に
か
鉄
板
か
ら
は
肉
が
焼
け
る
い
い
音
と
に
お
い

が
。青
空
の
下
、山
に
囲
ま
れ
て
食
べ
る
ご
は
ん
は
や
っ
ぱ
り
お
い
し
い
。

み
ん
な
で
苦
労
し
て
作
っ
て
い
る
か
ら
お
い
し
さ
は
な
お
さ
ら
だ
。ご
ち

そ
う
さ
ま
で
し
た
！

　
1
日
中
遊
ん
で
汗
を
か
い
た
ら
、
帰
る

前
に
温
泉
に
行
っ
て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う

か
。
相
模
湖
プ
レ
ジ
ャ
ー
フ
ォ
レ
ス
ト
か

ら
車
を
10
分
程
走
ら
せ
到
着
し
た
の
は
、

旅
館
天
下
茶
屋
。
駐
車
場
か
ら
、
木
々
に

囲
ま
れ
た
情
緒
あ
る
細
い
山
道
を
下
る
こ

と
約
3
分
。
よ
う
や
く
旅
館
の
入
り
口
に

た
ど
り
着
く
。
笑
顔
が
優
し
い
ご
主
人
に

迎
え
ら
れ
て
案
内
さ
れ
た
の
は
、
森
の
中

に
浮
い
て
い
る
か
の
よ
う
な
眺
め
を
楽
し

め
る
檜
造
り
の
お
風
呂
。
こ
の
お
風
呂
で
、

傾
く
陽
と
揺
れ
る
緑
を
背
に
、
1
日
の
思

い
出
や
積
も
る
話
を
語
り
合
え
ば
仲
が
深

ま
る
こ
と
間
違
い
な
し
。
さ
ら
に
、
温
泉

の
質
が
良
く
ア
ル
カ
リ
性
で
あ
る
た
め
、

疲
れ
も
と
れ
る
の
だ
か
ら
ま
さ
に
一
石
二

鳥
。
相
模
湖
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
も
良
く
、

隠
れ
家
的
な
気
分
を
味
わ
え
る
天
下
茶
屋

は
、
相
模
湖
か
ら
の
帰
り
に
立
ち
寄
る
に

は
最
高
の
温
泉
で
あ
る
。

TEL.042-685-1111㈹
神奈川県相模原市緑区若柳1634 番地
フリーパス大人 3,600 円 子供・シニア2,900 円
営業時間 土日祝日9時～17 時　平日10 時～16時

 
TEL.0426-84-2225 ㈹
神奈川県相模原市緑区千木良1270 番地
入浴料 1,000 円
営業時間 9 時～18 時（日帰り入浴の場合）

　
迷
路
で
迷
っ
た
後
に
や
っ
て
き
た
の

は
天
狗
道
場
。
命
綱
を
つ
け
て
、
最
高

8
m
の
デ
ッ
キ
と
デ
ッ
キ
の
間
を
綱
渡

り
し
た
り
、
樽
に
乗
っ
て
移
動
し
た
り
、

タ
ー
ザ
ン
し
た
り
と
、
ス
リ
ル
と
爽
快

感
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
の
が
天
狗

道
場
の
最
大
の
魅
力
。
さ
ら
に
、
コ
ー

ス
も
初
級
か
ら
上
級
ま
で
3
つ
も
あ
る
。

ま
た
、
転
落
す
る
危
険
性
が
な
い
か
ら
、

高
い
場
所
で
思
い
き
り
体
を
動
か
す
こ

と
が
で
き
る
。
広
い
空
と
山
に
囲
ま
れ
、

宙
に
浮
い
た
感
覚
を
味
わ
い
な
が
ら
一

歩
一
歩
進
む
も
の
の
、
や
は
り
高
さ
に

ビ
ビ
っ
て
し
ま
い
、
足
が
す
く
ん
で
し

ま
う
。
し
か
し
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
た

先
に
見
え
る
楽
し
さ
と
、
ク
リ
ア
し
た

時
の
達
成
感
は
何
と
も
言
え
な
い
喜
び

へ
と
変
わ
り
、
そ
れ
が
、
我
々
を
次
の

コ
ー
ス
へ
と
い
ざ
な
っ
て
い
く
の
だ
。

相模湖の
休日

WILD COOKING GARDEN
で手ぶら本格バーベキュー！旅

館 

天
下
茶
屋
の
温
泉
で

疲
れ
た
体
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！

天狗道場で高さ8mの
本格アスレチック！！

カラクリ砦の
超難易度立体迷路！

手ぶらで本格アウトドア

　
お
な
か
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
我
々
の
次
な

る
行
先
は
、
カ
ラ
ク
リ
砦
。
階
段
を
使
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
立
体
的
な
迷
路
で
、
い
い

歳
し
た
大
学
生
が
迷
う
迷
う
。
し
か
も
、
狭

い
穴
を
く
ぐ
り
抜
け
、
階
段
を
上
っ
た
り
下

り
た
り
が
あ
る
も
ん
だ
か
ら
、
ゴ
ー
ル
に
た

ど
り
着
い
た
時
に
は
、も
う
バ
テ
バ
テ
。
翌
日
、

し
っ
か
り
筋
肉
痛
に
な
っ
て
ま
し
た
（
汗
）

相模湖プレジャーフォレスト

相模湖
プレジャーフォレスト

旅館 天下茶屋

旅館 天下茶屋

取材・写真・記事（熊谷 / 丸山 / 西端）
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♪

♫

感
謝
し
て
い
ま
す
。
ぼ
く
た
ち
は
町
田
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
パ
ー
ク
の
こ
の
皆
で
楽
し
め
る
よ
う
な
あ
た
た
か

い
雰
囲
気
が
大
好
き
で
す
。
最
近
は
ス
ト
リ
ー
ト
ラ

イ
ブ
を
行
う
こ
と
が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ

の
よ
う
な
場
所
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
ミ
ュ
ー
ジ

シ
ャ
ン
に
と
っ
て
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

　

月
に
1
回
第
4
日
曜
日
に
、
ぼ
く
た
ち

K
A
R
I
Y
A
が
主
催
と
な
っ
て
町
田
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

パ
ー
ク
で
S
t
r
e
e
t  

S
t
a
r  

S
h
o
w　

と

い
う
3
時
間
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回

（
7
月
22
日
時
点
）
で
7
回
目
と
な
り
、
始
め
た
こ
ろ

よ
り
も
ま
す
ま
す
お
客
さ
ん
が
見
に
来
て
く
だ
さ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
を
も
っ
と
人
が
集
ま
る
場
所

に
し
、
音
楽
と
笑
顔
で
い
っ
ぱ
い
に
し
た
い
で
す
。
そ

し
て
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
パ
ー
ク
を
通
じ
て
得
た
他
の

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
さ
ん
た
ち
や
お
客
さ
ん
と
の
つ
な
が
り

を
も
っ
と
も
っ
と
広
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

　

尾
嶋
直
哉
と
都
築
一
将
が
愛
知
県

刈
谷
市
で
出
会
い
、
生
ま
れ
育
っ
た

と
い
う
こ
と
で
『
K
A
R
I
Y
A
』。

　

二
人
は
中
学
、
高
校
の
同
級
生
。

現
在
は
東
京
在
住
。 

ス
ト
リ
ー
ト
ラ

イ
ブ
か
ら
始
ま
り
、
そ
の
足
で
全
国

各
地
へ
積
極
的
に
ラ
イ
ブ
活
動
を
行

い
注
目
を
集
め
る
。

　

尾
嶋
直
哉
は
俳
優
活
動 （
出
演
作

品
／
ご
く
せ
ん
、
花
ざ
か
り
の
君
た

ち
へ
〜
イ
ケ
メ
ン
♂
パ
ラ
ダ
イ
ス
〜
、

R
H
プ
ラ
ス 

な
ど
）
も
行
う
。

　

都
築
一
将
は
建
築
家
を
目
指

し
、
大
学
で
卒
業
論
文
優
秀
賞
を

受
賞
し
た
ほ
ど 

の
奇
才
を
発
揮
す

る
も
建
築
家
へ
の
道
か
ら
ミ
ュ
ー

ジ
シ
ャ
ン
へ
の
道
へ
転
向
し
、
現

在
は
K
A
R
I
Y
A
の 

デ
ザ
イ
ン

関
係
全
般
を
も
担
当
す
る
。

町
田
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
パ
ー
ク

町
田
を
中
心
に
活
動
さ
れ
る
ミ
ュ
ー

ジ
シ
ャ
ン
等
の
出
演
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
者
の
テ
ー
プ
な
ど
音
源
か
ら
審

査
を
し
、
今
後
開
催
さ
れ
る
市
民
広

場
ラ
イ
ブ『
町
田
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
パ
ー

ク
』
に
出
演
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
実
施
要

項
、応
募
用
紙
は
当
町
田
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
パ
ー
ク 

オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ブ
ロ
グ
に

記
載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
一
読
く

だ
さ
い
。

【 

お
問
い
合
わ
せ
先 

】

町
田
タ
ー
ミ
ナ
ル
周
辺
活
性
化
協
議
会

担
当　

平
野

電
話　
０
４
２ - 

７
２
８ - 

２
５
４
０

M
i
n
a
町
田
周
辺
を
通
る
と
き
ど
こ
か
ら
か
聞
こ
え
て
く

る
素
敵
な
音
楽
、
そ
の
音
楽
を
つ
く
っ
て
い
る
人
々
と
は
？

町
田
の
音
楽
の
発
信
源
、
町
田
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
パ
ー
ク
に
つ

い
て
担
当
者
で
あ
る
町
田
タ
ー
ミ
ナ
ル
プ
ラ
ザ
周
辺
活
性
化

協
議
会
の
平
野
靖
寛
さ
ん
に
お
伺
い
し
て
き
ま
し
た
！

　

今
回
は
町
田
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
パ
ー
ク
に
月
に
1
回
、

第
4
日
曜
に
出
演
さ
れ
て
い
る
K
A
R
I
Y
A
さ
ん

（
尾
嶋
直
哉
さ
ん
と
都
築
一
将
さ
ん
）に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

プ
ロ
デ
ビ
ュ
ー
を
目
指
す
K
A
R
I
Y
A
さ
ん
、
町

田
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
パ
ー
ク
へ
の
思
い
を
聞
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

じ
つ
は
、
町
田
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
パ
ー
ク
の
テ
ス
ト

段
階
の
こ
ろ
か
ら
ス
テ
ー
ジ
に
立
た
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
ぼ
く
た
ち
が
ス
ト
リ
ー
ト
ラ
イ
ブ
を
し

て
い
た
時
に
町
田
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
パ
ー
ク
を
運
営
さ

れ
て
い
る
方
に
声
を
か
け
て
い
た
だ
い
て
。
な
の
で
、

ぼ
く
た
ち
が
こ
こ
に
出
て
い
る
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の

中
で
一
番
昔
か
ら
お
付
き
合
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。（
初
期
の
こ
ろ
よ
り
）徐
々

に
い
ろ
ん
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
さ
ん
や
お
客
さ
ん
が
見

に
来
て
く
だ
さ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
ス
テ
ー
ジ
や
機

材
も
豪
華
に
な
っ
て
い
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
な
か
で

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
さ
せ
て
い
た
だ
け
て
、
と
て
も

町
田
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
パ
ー
ク
の
印
象
は
？

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
パ
ー
ク
で
の
活
動
目
標

Infomation

ま
ず
は
町
田
タ
ー
ミ
ナ
ル
周
辺
活
性
化
協
議
会
と

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
パ
ー
ク
に
つ
い
て
お
教
え
く
だ
さ
い
。

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
パ
ー
ク
を
ど
の
よ
う
に
盛
り
上
げ
た
い
か

達
成
目
標
を
お
教
え
く
だ
さ
い
。

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
パ
ー
ク
か
ら
メ
ジ
ャ
ー
デ
ビ
ュ
ー

さ
れ
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
い
ま
す
か
？

相
模
原
、町
田
に
来
ら
れ
る
学
生
や
若
者
に

コ
メ
ン
ト
を
お
願
い
し
ま
す
。

れ
ば
な
、
と
も
考
え
て
い
ま
す
。
現
在
で
も
い
く
つ
か

そ
う
い
っ
た
団
体
が
来
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
形
で

市
民
の
方
々
に
こ
の
広
場
を
認
知
し
て
い
た
だ
い
て
、

有
効
活
用
し
て
い
た
だ
く
、
そ
し
て
市
民
の
方
み
ん
な

が
楽
し
め
る
広
場
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

は
い
、
い
ま
す
。
ブ
ラ
ン
ニ
ュ
ー
バ
イ
ブ
と
い
う
方

で
す
。
こ
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
は
1
年
半
ほ
ど
こ
の

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
パ
ー
ク
で
活
動
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

し
た
。
こ
の
間
、
3
枚
目
の
シ
ン
グ
ル
C
D
を
出
す
に

あ
た
り
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
パ
ー
ク
で
イ
ベ
ン
ト
を
や
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
メ
ジ
ャ
ー
デ
ビ
ュ
ー
を
さ
れ
た
方

も
こ
う
し
て
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
パ
ー
ク
を
活
用
し
て
い
た

だ
け
る
と
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

　

や
は
り
夢
を
も
つ
こ
と
は
大
切
な
こ
と
だ
と
い
う
こ

と
を
す
べ
て
の
若
者
に
伝
え
た
い
で
す
ね
。
実
は
、
3

年
前
ぐ
ら
い
ま
で
タ
ー
ミ
ナ
ル
プ
ラ
ザ
周
辺
は
シ
ャ
ッ

タ
ー
街
で
し
た
。
街
の
雰
囲
気
も
ど
こ
か
暗
く
て
。
そ

れ
も
あ
っ
て
、
お
客
さ
ん
を
集
め
な
い
と
い
け
な
い
と

い
う
こ
と
で
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
パ
ー
ク
を
始
め
て
、
夢
を

持
っ
た
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
方
々
を
呼
ぶ
こ
と
に
し
ま

し
た
。
そ
う
し
た
ら
街
が
不
思
議
と
明
る
く
な
り
お
客

さ
ん
が
集
ま
っ
て
、
テ
ナ
ン
ト
も
入
っ
て
く
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
た
ち
の
気
持
ち
や
夢

が
こ
こ
に
集
ま
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
お
店
も
入
る
、
人

も
入
る
、
場
所
も
雰
囲
気
も
明
る
く
な
る
、
素
晴
ら
し

い
連
鎖
が
生
ま
れ
た
の
で
す
。
わ
た
し
た
ち
協
議
会
は

夢
を
追
い
か
け
る
気
持
ち
の
素
晴
ら
し
さ
を
、
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
パ
ー
ク
を
通
し
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

若
者
に
は
ぜ
ひ
夢
を
持
っ
て
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
い
っ

て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　

町
田
タ
ー
ミ
ナ
ル
周
辺
活
性
化
協
議
会
と
い
う
は
、

〝
ｍ
ｉ
ｎ
ａ
町
田
〞、
タ
ー
ミ
ナ
ル
プ
ラ
ザ
の
飲
食
店
街

〝
タ
ー
ミ
ナ
ル
エ
イ
ト
〞、〝
プ
ラ
ザ
町
田
〞
の
3
事
業

所
の
集
合
体
で
す
。
こ
こ
町
田
タ
ー
ミ
ナ
ル
プ
ラ
ザ
市

民
広
場
を
使
っ
て
こ
の
あ
た
り
（
タ
ー
ミ
ナ
ル
周
辺
）

の
活
性
化
を
し
よ
う
と
い
う
目
的
で
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
町
田
市
さ
ん
や
東
急
電
鉄

さ
ん
、
事
務
局
と
し
て
東
急
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
活
動

の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
形
で
す
。

　

町
田
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
パ
ー
ク
は
そ
の
活
動
の
一
環
な

の
で
す
。
わ
た
し
た
ち
は
広
場
を
使
っ
て
、ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
パ
ー
ク
の
ほ
か
に
も
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
や
ダ
ン

ス
の
イ
ベ
ン
ト
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
パ
ー
ク
は
一
番
初
め
に
上
が
っ
た
企
画

で
す
。
協
議
会
で
広
場
を
使
っ
て
活
性
化
を
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
い
っ
た
と
き
に
真
っ
先
に
浮
か
ん
だ
の

は
、
と
き
ど
き
タ
ー
ミ
ナ
ル
広
場
を
出
た
と
こ
ろ
の

デ
ッ
キ
で
ア
マ
チ
ュ
ア
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が
演
奏
し

て
い
た
こ
と
で
し
た
。
そ
の
方
た
ち
に
演
奏
を
広
場
の

中
で
や
っ
て
も
ら
い
、
お
客
さ
ん
、
通
行
人
の
方
々
に

聞
い
て
も
ら
お
う
と
企
画
し
た
の
が
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

パ
ー
ク
の
始
ま
り
で
す
。

　

来
街
者
に
音
楽
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
と
い
う
の
が

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
パ
ー
ク
の
目
的
で
す
の
で
、
活
動
し
て

い
る
こ
と
で
目
標
は
も
う
達
成
し
て
い
る
の
で
す
。
た

だ
、
も
う
す
ぐ
４
年
目
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
、

今
ま
で
は
P
O
P
S
だ
け
だ
っ
た
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
パ
ー

ク
の
音
楽
を
ジ
ャ
ズ
や
ク
ラ
シ
ッ
ク
と
い
っ
た
ジ
ャ
ン

ル
の
違
っ
た
も
の
を
取
り
入
れ
る
こ
と
や
、
イ
ン

デ
ィ
ー
ズ
の
方
だ
け
じ
ゃ
な
く
メ
ジ
ャ
ー
デ
ビ
ュ
ー
を

さ
れ
た
方
に
演
奏
を
し
に
来
て
も
ら
う
こ
と
で
、
も
っ

と
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
人
に
集
ま
っ
て
も
ら
お
う
と
考

え
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
ジ
ャ
ズ
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ

ン
の
方
が
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
パ
ー
ク
に
出
て
く
だ
さ
る
と

き
は
、
や
っ
ぱ
り
P
O
P
S
の
と
き
と
は
違
っ
た
お
客

さ
ん
が
見
え
ら
れ
ま
す
ね
。
ジ
ャ
ズ
好
き
の
方
も
い
れ

ば
演
歌
好
き
の
方
も
い
ま
す
の
で
、
い
ろ
ん
な
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
さ
ん
に
来
て
い
た
だ
い
て
、
い
ろ
ん
な
来
街

者
の
方
々
に
音
楽
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
で
す
。

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
パ
ー
ク
と
は
離
れ
て
し
ま
う
の
で
す

が
、
広
場
を
使
っ
て
大
道
芸
の
イ
ベ
ン
ト
を
新
た
に
取

り
入
れ
よ
う
と
い
う
企
画
も
し
て
お
り
ま
す
。
も
っ
と

人
が
集
ま
る
よ
う
に
し
て
い
く
、
と
い
う
の
が
協
議
会

の
方
向
で
す
。

　

も
っ
と
い
う
と
、
こ
う
や
っ
て
い
ろ
ん
な
イ
ベ
ン
ト

を
こ
の
広
場
で
や
っ
て
い
る
こ
と
を
見
た
人
が
、
こ
の

広
場
を
借
り
て
な
に
か
イ
ベ
ン
ト
を
や
り
た
い
と
思
っ

て
も
ら
う
、
つ
ま
り
市
民
の
方
が
広
場
を
使
っ
て
自
分

た
ち
で
イ
ベ
ン
ト
を
や
っ
て
も
ら
う
形
に
も
っ
て
い
け

♪♪ ♫♫♩ ♩ ♫ ♬ ♪

♪♪ ♫

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

2nd.Mini Album

「KARIYA II」 

2nd.Single（通常版）

「アイノコトバ / トランクケース」

1st.Mini Album

６曲入 / 2,000(tax in.)

２曲入 / 1,000(tax in.)

６曲入 / 2,000(tax in.)

「KARIYA I」 

町田ミュージックパークって？
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Miuru’s Goods 
ミ
ウ
ル
は
普
段
、
ひ
と
り
で
活
動
し
て
い
る
が
、

た
ま
に
友
達
と
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
夢
の
ご
当

地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
果

た
し
て
い
る
。
あ
る
日
は
相
模
原
中
央
商
店
街
の

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
こ
け
丸
」
と
お
祭
り

の
パ
レ
ー
ド
に
参
加
し
て
い
た
。
友
達
と
公
言
し

つ
つ
も
微
妙
な
距
離
感
…
気
に
な
る
。
ど
ち
ら
が

人
気
で
あ
る
の
か
、
ど
ち
ら
が
よ
り
喚
声
を
あ
び

て
い
る
の
か
を
競
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
し
か

し
、「
こ
け
丸
」
と
は
相
模
原
の
貴
重
な
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
仲
間
で
あ
り
、
こ
の
日
は
い
つ
も
と
違
っ
て

２
人
で
活
動
で
き
て
い
る
た
め
、
い
つ
も
以
上
に

楽
し
く
活
動
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
。

2
0
1
2
年
夏
、
ミ
ウ
ル
グ
ッ
ズ
が
完
成
し
販
売
が

開
始
さ
れ
た
。
今
ま
で
の
名
刺
、
ぬ
り
え
、
ど
ら
や

き
に
続
き
、
シ
ー
ル
、
ス
ト
ラ
ッ
プ
、
缶
バ
ッ
ジ
、

ミ
ウ
ル
焼
き
が
登
場
。
シ
ー
ル
も
見
て
み
る
と
、
ミ

ウ
ル
は
洗
顔
を
す
る
よ
う
だ
。
お
風
呂
も
入
る
し
、

ご
飯
も
食
べ
る
。
人
間
と
同
じ
よ
う
な
生
活
を
し
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
か
ら
も
ミ
ウ
ル
グ
ッ
ズ
は

増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
次
は
ど
ん
な
グ
ッ
ズ

が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
か
ら
も
注
目
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
名
刺
や
ぬ
り
え
は
緑
区
役

所
で
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

ミ
ウ
ル
は
、
神
出
鬼
没
な
が
ら
少
し
ず
つ
活
動
が

活
発
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
さ
ら
に
、
グ
ッ
ズ
の
販

売
も
始
ま
り
、
こ
れ
か
ら
の
ミ
ウ
ル
人
気
が
予
想
さ

れ
る
。
ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
人
気
ナ
ン
バ
ー
ワ

ン
に
な
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
有
望
な
緑
区
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
だ
っ
た
。
し
か
し
、
ミ
ウ
ル
を
知
ら

な
い
人
が
多
い
の
が
現
状
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
か
ら

も
知
名
度
ア
ッ
プ
の
た
め
の
活
動
は
続
く
。
次
は
あ

な
た
が
参
加
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
ミ
ウ
ル
が
出
没
し
て

い
る
か
も
し
れ
な
い
。
ミ
ウ
ル
に
会
う
と
あ
な
た
も

ミ
ウ
ル
の
虜
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

詳
し
い
日
頃
の
ミ
ウ
ル
の
様
子
は
名
刺
の
裏
に

記
載
し
て
あ
る
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
・
ツ
イ
ッ
タ
ー

で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ほ
ぼ
毎
日
更
新
さ
れ
て

い
て
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
は
、
た
ま
に
緑
区
長

の
コ
メ
ン
ト
も
あ
る
か
ら
面
白
い
。
今
す
ぐ
い
い

ね
！
、
フ
ォ
ロ
ー
を
し
よ
う
。
あ
な
た
の
そ
の
一

押
し
が
ミ
ウ
ル
人
気
を
支
え
る
だ
ろ
う
。

෮
ੈ
ၡ
ਠ

෮
ੈ
ၡ
ਠ

෮
ੈ
ၡ
ਠ

　

最
近
、
世
の
中
の
流
れ
は
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
。
何
か

を
広
め
る
た
め
に
は
、
そ
う
、
イ
ン
パ
ク
ト
が
大
切
。

印
象
付
け
て
覚
え
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
。
某
携
帯

会
社
の
犬
の
よ
う
に
。
大
都
市
以
外
の
小
さ
な
町
を

広
め
る
た
め
に
使
わ
れ
る
手
段
も
同
じ
。
い
わ
ゆ
る

ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
。
ひ
こ
に
ゃ
ん
、
せ
ん
と
く

ん
、
く
ま
モ
ン
。
し
か
し
そ
れ
ら
だ
け
で
は
な
い
。

こ
の
さ
が
ま
ち
地
域
に
も
ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が

い
る
と
聞
き
つ
け
た
探
偵
Ａ
。
あ
く
ま
で
も
本
人
に

接
触
す
る
こ
と
な
く
、
影
か
ら
こ
っ
そ
り
、
ミ
ウ
ル

に
つ
い
て
の
調
査
を
開
始
し
た
。

オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
情
報

　

神
奈
川
県
相
模
原
市
緑
区
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ

る
。
S
N
S
は
緑
区
魅
力
づ
く
り
事
業
実
行
委
員
会

が
運
営
し
て
い
る
。
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
そ
の
名
前
は

応
募
に
よ
っ
て
決
ま
っ
た
。
自
慢
の
ヘ
ア
ス
タ
イ
ル

は
、
緑
区
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い

る
。
潤
水
都
市
さ
が
み
は
ら
の
水
、
自
然
、
人
の
温

か
さ
が
い
っ
ぱ
い
の
緑
区
か
ら
潤
い
を
伝
え
た
い
と

考
え
て
い
る
。

調
査
開
始

Kokemaru

Miuruyaki

Miuru’s Association

グ
ッ
ズ
販
売
開
始

交
友
関
係

く
ミウ ん

TARGETTARGET
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き
っ
か
け
は
何
だ
っ
た
ん
で
す
か
？

　

相
模
原
・
町
田
は
通
学
で
行
き
来
す
る
だ
け
で
街
に

対
し
て
あ
ま
り
詳
し
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。大
学
の

あ
る
街
を
も
っ
と
知
り
た
い
し
関
わ
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
た
の
で
、応
募
案
内
を
た
ま
た
ま
見
つ
け
た

時
、や
っ
て
み
た
い
！
と
思
い
ま
し
た
。地
域
情
報
紙
の

お
仕
事
に
も
興
味
が
あ
り
ま
し
た
。

　

町
田
さ
ん
が
同
じ
ゼ
ミ
だ
っ
た
の
で
誘
わ
れ
て
参
加

し
ま
し
た
。私
も
横
浜
に
住
ん
で
い
る
ん
で
す
が
、私
も

通
学
で
し
か
利
用
す
る
だ
け
だ
っ
た
の
で
、も
っ
と

知
っ
て
み
た
い
な
と
思
っ
て
、一
緒
に
応
募
し
よ
う
っ

て
こ
と
で
始
め
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
町
田
の
す
ぐ
近
く
で
生
ま
れ
育
っ
て
い
る
ん
で

す
が
、実
際
、あ
ん
ま
り
町
田
の
こ
と
を
奥
深
く
知
っ
て

い
な
い
し
、情
報
紙
を
通
し
て
い
ろ
ん
な
こ
と
を
知
っ

た
り
取
材
で
き
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
始
め
た
の
が

き
っ
か
け
で
す
。あ
と
、い
ろ
ん
な
大
学
の
人
と
関
わ
っ

て
い
け
た
ら
な
と
思
っ
て
入
り
ま
し
た
。

　

当
時
の
取
材
は
ど
の
よ
う
な
感
じ
で
し
た
か
。

　

お
祭
り
企
画
で
神
輿
を
担
い
だ
ん
で
す
よ
ね
。

　

急
遽
飛
び
入
り
で
担
が
せ
て
頂
け
る
こ
と
に
な
っ
た

の
で
す
が
、ま
さ
か
出
来
る
と
思
わ
ず
ヒ
ー
ル
の
靴
を

履
い
て
い
た
ん
で
す
。案
の
定
危
な
い
の
で
即
退
散
し

ま
し
た
。色
ん
な
可
能
性
を
考
え
て
お
く
べ
き
だ
っ
た

と
反
省
し
ま
し
た
。

　

で
も
取
材
し
た
方
は
と
て
も
熱
い
方
で
し
た
。地
域

の
方
と
触
れ
合
え
た
の
は
良
か
っ
た
で
す
。

　

取
材
の
経
験
で
今
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
っ
て
あ

り
ま
す
か
。

　

私
は
大
学
を
卒
業
し
て
地
域
情
報
紙
の
会
社
に
就
職

し
ま
し
た
。「
さ
が
ま
ち
」で
出
会
っ
た
大
人
ス
タ
ッ
フ
の

方
々
は
皆
さ
ん
素
敵
な
方
ば
か
り
だ
っ
た
の
で
、コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
中
で
良
い
刺
激
を
受
け
、社
会
人

に
な
る
心
構
え
や
仕
事
に
対
し
て
の
姿
勢
を
学
ば
せ

て
頂
き
ま
し
た
。「
さ
が
ま
ち
」の
経
験
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
、こ
の
仕
事
を
選
ん
で
挑
戦
し
よ
う
と
思
い
、就
職

活
動
を
し
て
い
た
の
を
今
で
も
思
い
出
し
ま
す
。

　

私
は
看
護
師
な
の
で
情
報
紙
と
は
関
係
な
い
ん
で
す

が
、地
域
の
情
報
紙
を
今
ま
で
よ
り
見
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。前
ま
で
は
地
域
の
情
報
紙
や
商
店
街
に
そ
ん

な
に
興
味
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
で
す
が
、町
の
細
部

に
も
目
が
い
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。あ
と
地
域
の
人

と
話
す
の
も
何
の
た
め
ら
い
も
な
く
自
然
と
会
話
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。今
の
仕
事
で
さ
ま
ざ
ま
な
年

齢
の
方
々
と
対
等
に
話
が
で
き
る
の
は「
さ
が
ま
ち
」の

活
動
の
お
か
げ
で
す
。

　

自
分
が
暮
ら
し
て
い
る
場
所
や
住
ん
で
い
る
方
の
魅

力
を
改
め
て
感
じ
ら
れ
て
嬉
し
か
っ
た
で
す
ね
。あ
と
、

相
手
の
立
場
に
立
っ
た
紙
面
づ
く
り
、も
の
づ
く
り
の

難
し
さ
や
や
り
が
い
は
今
の
メ
ー
カ
ー
で
の
仕
事
に
も

活
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
活
動
を
通
し
て
出
会
っ
た
大
人
ス
タ
ッ
フ
の

方
々
と
も
い
ま
だ
に
連
絡
を
取
り
合
っ
た
り
し
て
い
ま

す
。仕
事
の
話
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
話
、人
生
論
を
熱
く

語
っ
て
も
ら
っ
た
り（
笑
）。と
て
も
い
い
関
係
が
築
け

て
い
る
ん
で
す
。

　

こ
こ
ま
で
つ
な
が
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。こ
と
あ

る
ご
と
に
話
し
か
け
て
く
れ
る
し
ね
。

　

当
時
の
雰
囲
気
は
ど
の
よ
う
な
感
じ
で
し
た
か
。

　

第
二
の
家
族
の
よ
う
で
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
で

し
た
。

　

第
一
号
だ
か
ら
ね
。こ
う
い
う
方
向
性
で
い
か
な

き
ゃ
い
け
な
い
と
か
ど
う
い
う
ふ
う
に
や
っ
て
い
く
か

と
か
ま
っ
た
く
白
紙
の
状
態
だ
っ
た
の
で
、和
や
か
に

や
っ
て
い
ま
し
た
。最
初
の
方
は
話
し
合
い
が
ち
ゃ
ん

と
で
き
て
な
く
て
、ち
ゃ
ん
と
で
き
る
か
な
と
い
う
心

配
は
あ
り
ま
し
た（
笑
）初
め
て
集
合
し
た
日
か
ら
一
年

く
ら
い
か
か
り
ま
し
た
。

　

言
い
た
い
こ
と
だ
け
言
っ
て
何
も
ま
と
ま
ら
ず
に

帰
っ
ち
ゃ
う
み
た
い
な
。

情
報
紙「
さ
が
ま
ち
」は
ど
の
よ
う
に
始
ま
っ
た
の
で
す
か

　

相
模
原
市
と
町
田
市
に
は
多
く
の
大
学
が
あ
り
ま
す

が
、地
域
住
民
に
と
っ
て
は
、「
大
学
の
名
前
は
知
っ
て

い
る
け
れ
ど
ど
ん
な
大
学
か
知
ら
な
い
、大
学
に
入
っ

た
こ
と
が
な
い
、大
学
の
情
報
が
地
域
に
伝
わ
っ
て
こ

な
い
」な
ど
、大
学
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
て
い
な
い
と
い

う
の
が
当
時
の
状
況
で
し
た
。

　

こ
う
し
た
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、両
市
が
共
同
で
研

究
組
織（
大
学
地
域
連
携
方
策
研
究
会
）を
立
ち
上
げ
、大

学
と
地
域
の
連
携
を
進
め
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
、そ
の
一
つ
で
あ
る

「
情
報
発
信
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
中
で
ス
タ
ー
ト
し
た
の

が
学
生
に
よ
る
情
報
紙
の
編
集
事
業
で
し
た
。

　

最
初
の
情
報
紙「
キ
ャ
ン
パ
ス
ニ
ュ
ー
ス
」は
、一
大

学
の
学
生
に
編
集
を
頼
み
ま
し
た
が
、さ
ま
ざ
ま
な
大

学
の
学
生
に
関
わ
っ
て
も
ら
っ
た
ほ
う
が
バ
ラ
エ
テ
ィ

に
富
ん
だ
内
容
に
な
る
と
思
い
、研
究
会
に
参
加
し
て

い
る
大
学
に
公
募
し
た
と
こ
ろ
、３
大
学
か
ら
６
名
の

メ
ン
バ
ー
が
集
ま
り
、「
さ
が
ま
ち
」の
編
集
が
始
ま
り

ま
し
た
。

大
変
だ
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

　

初
代
の「
さ
が
ま
ち
」は
情
報
紙
の
方
向
性
が
決
ま
っ

て
い
な
か
っ
た
の
で
、メ
ン
バ
ー
全
員
で
毎
週
編
集
会

議
を
開
き
、約
１
年
間
を
か
け
て
完
成
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。そ
れ
で
も
参
加
し
た
学
生
た
ち
は
楽
し
ん

で
取
り
組
ん
で
く
れ
た
よ
う
で
し
た
。学
生
た
ち
は
自

分
た
ち
で
企
画
を
練
っ
て
、取
材
先
に
ア
ポ
イ
ン
ト
を

取
り
、記
事
作
成
に
励
ん
で
く
れ
ま
す
が
、す
べ
て
が
初

め
て
の
経
験
で
す
の
で
、取
材
先
か
ら
指
定
の
時
刻
に

取
材
に
来
な
い
な
ど
の
ク
レ
ー
ム
も
多
々
あ
り
、事
務

局
で
対
応
し
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

学
生
の
企
画
や
ア
イ
デ
ア
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要

な
調
整
や
情
報
収
集
な
ど
の
お
手
伝
い
を
す
る
中
で
、

今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
地
域
の
方
々
と
繋
が
る
こ
と
が

で
き
て
、私
に
と
っ
て
も
新
鮮
な
体
験
で
し
た
。

う
れ
し
か
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

　

や
は
り「
さ
が
ま
ち
」の
第
１
号
が
完
成
し
た
時
は
本

当
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
ね
。み
ん
な
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

で
一
つ
の
こ
と
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
は
大
変
で
す
が
、

と
て
も
や
り
が
い
の
あ
る
こ
と
で
す
。み
ん
な
で
作
っ

た「
さ
が
ま
ち
」は
、チ
ー
ム
全
体
の
も
の
で
も
あ
り
、

テ
ー
マ
毎
に
は
個
人
の
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。取
り
組

み
の
成
果
が
印
刷
物
と
し
て
世
の
中
に
出
回
る
と
い
う

嬉
し
さ
と
怖
さ
の
両
面
を
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。完
成
し
た
作
品（
情
報
紙
）は
、就
活
の
面
接
や
ポ
ー

ト
フ
ォ
リ
オ
と
し
て
ぜ
ひ
活
用
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

読
者
の
方
に
一
言

　

基
本
的
に
は
毎
回
違
う
学
生
が
企
画
・
編
集
し
て
い

る
の
で
、取
材
対
象
や
テ
ー
マ
が
重
複
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、「
さ
が
ま
ち
」に
は
今
の
学
生
の
リ
ア
ル
な

気
持
ち
が
表
現
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

相
模
原
・
町
田
な
ら
で
は
の
大
切
な
情
報
媒
体
と
し

て
こ
れ
か
ら
も
成
長
し
て
い
く「
さ
が
ま
ち
」、街
で
見

か
け
た
ら
ぜ
ひ
手
に
取
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
「
さ
が
ま
ち
」と
い
う
タ
イ
ト
ル
を
つ
け
た
意
味
を
知

り
た
い
の
で
す
が
。み
ん
な
で
話
し
合
っ
て
決
め
た
の

で
す
か
。

　

最
初
は
案
を
い
ろ
い
ろ
出
し
て
い
た
よ
ね
。大
事
な

ネ
ー
ミ
ン
グ
な
の
で
シ
ン
プ
ル
で
覚
え
や
す
く
、わ
か

り
や
す
く
、意
味
も
は
っ
き
り
し
て
い
て
、老
若
男
女
問

わ
ず
ス
ッ
と
頭
に
入
っ
て
く
る
も
の
を
、と
考
案
し
ま

し
た
。

　

こ
の
案
が
出
た
時
す
ぐ
に
決
ま
っ
た
よ
ね

　

で
は
、最
後
の
質
問
で
す
。自
分
た
ち
に
と
っ
て「
さ

が
ま
ち
」と
は
？

　

達
成
感
が
味
わ
え
た
場
で
す
。会
社
に
入
る
と
一
か

ら
最
後
ま
で
関
わ
れ
た
り
、自
分
の
考
え
を
ダ
イ
レ
ク

ト
に
反
映
出
来
る
こ
と
っ
て
な
か
な
か
難
し
い
し
、と

て
も
貴
重
な
経
験
が
出
来
ま
し
た
。

　

充
実
で
す
か
ね
。た
だ
昏
々
と
過
ぎ
て
い
た
学
生
生

活
に
楽
し
み
を
与
え
て
く
れ
た
の
で
、「
さ
が
ま
ち
」を

や
っ
て
充
実
し
た
学
生
生
活
を
送
れ
ま
し
た
。そ
れ
ま

で
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
ん
で
す
が
、よ
り
充
実
し

た
学
生
生
活
が
送
れ
た
気
が
し
ま
す
。

　
「
さ
が
ま
ち
」は
・・・
町
田
が
町
田
を
知
る
き
っ
か
け

に
な
り
ま
し
た
。

　

相
模
原
入
っ
て
な
い
け
ど（
笑
）

　

普
通
の
こ
と
に
な
っ
ち
ゃ
う
ん
で
す
が
、大
学
時
代

の
楽
し
い
思
い
出
で
す
！

みなさんは今読んでいる情報紙「さがまち」のことを知っていますか。今回で第13号の「さがま
ち」ですが、過去はどのようなものだったのか。「さがまち」の基となったキャンパスニュース原案
者本橋さんにインタビュー、そして第一号を企画・編集した学生スタッフの方々にインタビュー
し、そのルーツを探ってみました！

さがまちの1号メンバーにお話しを伺いました。当時はどのような感じ
だったのでしょうか？

当時を振り返って
初期さがまち編集員インタビュー ಐɊɄȱ

みなさん
ご協力

ありがと
うござい

ました！

秋・冬のオリジナルスイーツメニューを共同開発
するというコラボ企画です。企画段階で「本当に
やれるの？」との多くの疑問詞をよそに、相模大
野エリアのカフェ巡りから、カフェの選定、店主
との交渉、スイーツメニューの企画からハロ
ウィーンの小物やチラシ作成、割引クーポン付き
の紙面づくりまでをたった２人の学生がやり遂げ
ました。割引クーポンを手にスイーツを食べに
行ったのを覚えています。

MOT
OHA

SHI’
s

SEL
ECT

naruco café さがまち (第 5号 )

過去の印象に残っている記事を本橋さんに選んでもらいました。現さがまち担当者　江藤さん

イ町佐松

イイ町 佐佐 松

イ

イ

町町 佐佐 佐 松

イ 町町町 佐 佐 松 松

松

写真左から松山紘子さん（以下、松）、佐々木みどりさん（以下、佐）、町田有理衣さん(以下、町)

取材・写真・記事（熊谷 / 丸山 / 西端）

キャンパスニュース

さがまち１号

このさがまちが今の学生さんと市民のみなさん
を繋ぐかけはしになっていればとても嬉しいで
す。また、「さがまち」1 号
など過去のさがまち記事は、
さがまちコンソーシアム HP
内にある「さがまち WEB」
にて常時アップしています。
そちらも是非ご覧ください！
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今
回
、
話
を
伺
っ
た
の
は
、
相
模
原
市
の
精
神
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
勤
務
さ
れ
て
い
る
奥
亜
希
子

さ
ん
。
な
ん
と
女
子
大
生
の
取
材
陣
も
見
と
れ
て

し
ま
う
、
き
れ
い
な
お
医
者
さ
ま
で
し
た
。
で
か

し
た
！
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
！！
（
笑
）
そ
ん

な
奥
さ
ん
に
薬
物
と
し
て
の
ア
ル
コ
ー
ル
に
つ
い

て
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
正
直
な
と
こ
ろ
、「
薬
物
」
は
遠
い
世
界
の
も

の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
が
…
。

　
も
ち
ろ
ん
、
皆
さ
ん
が
ず
っ
と
遠
い
世
界
の
も

の
で
あ
る
と
思
え
る
こ
と
が
一
番
良
い
の
で
す
が
、

意
外
と
身
近
な
と
こ
ろ
に
潜
ん
で
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
よ
。
最
近
は
脱
法
ハ
ー
ブ
が
問
題
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
実
は
相
模
原
市
で
も
脱
法
ハ
ー
ブ

を
売
っ
て
い
る
店
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
ん
で

す
。
大
学
生
の
薬
物
使
用
だ
っ
て
数
年
前
に
問
題

に
な
り
ま
し
た
。
成
人
に
な
れ
ば
、
飲
酒
と
煙
草

が
認
め
ら
れ
ま
す
よ
ね
？
こ
れ
だ
っ
て
実
は
合
法

的
な
薬
物
な
ん
で
す
よ
？

　
　 

え
っ
？
お
酒
も
薬
物
な
ん
で
す
か
？

　
知
ら
な
い
人
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
が
、ア
ル
コ
ー

ル
や
ニ
コ
チ
ン
、
カ
フ
ェ
イ
ン
も
薬
物
な
ん
で
す
。

　
　 

だ
け
ど
、
ア
ル
コ
ー
ル
は
適
度
に
飲
め
ば
身

体
に
良
い
と
聞
き
ま
す
が
！

　
そ
う
で
す
ね
。「
酒
は
百
薬
の
長
」
と
言
い
ま
す

か
ら
ね
。
け
れ
ど
「
さ
れ
ど
万
病
の
元
」
と
い
う

続
き
も
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？
ア
ル

コ
ー
ル
は
、
飲
み
す
ぎ
る
と
身
体
に
害
に
な
り
ま

す
。
男
性
の
適
切
な
ア
ル
コ
ー
ル
量
は
ビ
ー
ル
な

ら
５
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

女
性
は
そ
の
半
分
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
３
倍
飲

む
と
飲
み
す
ぎ
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　 

適
量
以
上
飲
ん
で
い
る
人
を
た
く
さ
ん
見
か

け
ま
す
ね
…

　
残
念
な
が
ら
、
そ
れ
が
現
状
で
す
。
そ
れ
か
ら
、

連
日
飲
む
こ
と
は
良
く
あ
り
ま
せ
ん
。
連
続
し
て

飲
ま
な
い
日
を
作
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
こ
の
よ

う
に
、
正
し
い
知
識
を
持
っ
て
い
る
人
を
我
々
は

「
ス
マ
ー
ト
・
ド
リ
ン
カ
ー
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

略
し
て
「
ス
マ
ド
リ
」。
ス
マ
ド
リ
人
口
を
増
や
す

と
同
時
に
、
ま
だ
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
「
ス
マ

ド
リ
」
と
い
う
言
葉
を
こ
の
さ
が
ま
ち
を
キ
ッ
カ

ケ
に
広
げ
て
い
き
た
い
で
す
！

　
　 

ぜ
ひ
、「
ス
マ
ド
リ
」
を
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ

う
！
で
は
、
や
け
酒
と
い
う
言
葉
も
あ
る
よ
う
に
、

ス
ト
レ
ス
解
消
法
と
し
て
お
酒
を
利
用
さ
れ
て
い

る
人
も
い
る
よ
う
で
す
が
、
そ
れ
は
「
ス
マ
ド
リ
」

で
す
か
？

　
そ
れ
は
「
ス
マ
ド
リ
」
で
は
な
い
で
す
ね
。
ぜ
ひ
、

お
酒
に
頼
ら
な
い
ス
ト
レ
ス
解
消
法
を
見
つ
け
て
欲

し
い
で
す
。
ス
ト
レ
ス
解
消
法
は
、
気
楽
に
で
き
て

自
分
に
合
っ
た
も
の
見
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
　 「
ス
マ
ド
リ
」
に
な
る
た
め
に
、
お
酒
を
勧
め

ら
れ
た
と
き
の
、
き
れ
い
な
断
り
方
っ
て
あ
る
ん

で
す
か
？

　
理
由
を
つ
け
ず
に
飲
ま
な
い
、
飲
め
な
い
、
こ

れ
以
上
飲
ま
な
い
と
い
う
こ
と
を
伝
え
る
こ
と
が

大
切
で
す
。「
こ
れ
く
ら
い
の
量
が
楽
し
い
」
と
伝

え
る
こ
と
も
良
い
方
法
だ
と
思
い
ま
す
。
お
酒
を

人
に
無
理
に
飲
ま
せ
な
い
こ
と
も
「
ス
マ
ド
リ
」

だ
と
い
う
こ
と
を
覚
え
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

　
　 

最
後
に
、
若
者
に
向
け
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お

願
い
し
ま
す
。

　「
ス
マ
ド
リ
」
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
つ
ま

り
、
ア
ル
コ
ー
ル
に
関
し
て
正
し
い
知
識
を
持
っ

て
も
ら
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
若
い
人
達
に
は
、

正
し
い
飲
み
方
を
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
お
酒

と
長
く
い
い
付
き
合
い
を
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

そ
れ
か
ら
、
薬
物
に
関
し
て
は
、
独
り
で
快
楽
を

得
ら
れ
る
方
法
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
家
族

や
友
達
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し

て
ほ
し
い
で
す
。
人
と
付
き
合
う
こ
と
は
、
時
間

も
か
か
る
し
ス
ト
レ
ス
に
な
る
こ
と
も
あ
る
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
自
分
に
合
っ
た
ス
ト
レ
ス

解
消
法
を
見
つ
け
て
、
実
行
す
る
こ
と
で
、
薬
物

に
簡
単
に
飛
び
つ
か
な
い
で
も
ら
い
た
い
で
す
。

ス マ ド リ
に な ろ う

ス
マ
ド
リ
っ
て
な
ん
だ
？
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ス ク ラ ン ブ ル

和光大学

オープンキャンパス実施
9/16 11～16時でじっくり体験型、10/20 13～
16時でさっくり見学型のオープンキャンパスを実
施します。じっくり体験型では模擬授業など盛りだ
くさんの内容で、さっくり見学型ではコンパクトな
内容で本学をご紹介します。予約不要です。ぜひ足
をお運びください！
【問合せ】和光大学　アドミッションセンター　
Tel/044-988-1434　Fax/044-989-2241
Mail/go@wako.ac.jp

和光大学

2012年度和光大学連続市民講座
「四つのエコロジー」
和光大学では、学内の知的財産を開放し、地域の皆
様と共に学ぶ『連続市民講座』を開催しています。今
年度は「四つのエコロジー」と題して、全４回の講座
を開催します。ご興味のある方は、是非お問い合わ
せください。
2012年10月12日～11月2日（10/12、10/19、10/27、11/2）
会場/和光大学（小田急線鶴川駅から徒歩約15分）
受講料/各回500円（※学生は無料）
【問合せ】和光大学企画広報係（Tel/044-988-1433）

和泉短期大学

第46回いずみ祭開催
毎年10月に行う学園祭「いずみ祭」、今年度は10月
27日(土)・28日(日)に行います。今年のテーマは
「いずみJapan」。淵野辺駅・相模大野駅から送迎用
スクールバスを運行、来客用駐車場有。詳しくは9
月以降に本学ホームページをご確認ください。
【日時】2012年10月27日(土)・28日(日)
両日とも9:00～15:00
【問合せ】和泉短期大学
学生支援ユニット
〒252-5222
神奈川県相模原市
中央区青葉2-2-1
Tel/042-754-1133

東京家政学院大学

第49回 KVA祭Jack in the box
～ワクワクがここにある～
今年は〝びっくり箱〟を意味するテーマどおり、何
が飛び出すか分からないワクワクドキドキする企
画が目白押しです。10日にはお笑い芸人によるビ
ンゴ大会、11日にはイケメン芸能人によるトーク
ショーなど、そのほか学生などによる模擬店・展示・
パフォーマンス等も実施します。お楽しみに。
【日時】平成24年11月10日(土)・11日(日)　
両日とも10：00～16：00
【問合せ】学生支援グループ　Tel/042-782-9818

東京造形大学

CS祭 （Creative Spiral Festival）
CS祭とは、2012年10月19日(金)～10月21日(日)
に行われる、学生自主制作展です。展示やインスタ
レーション、パフォーマンス、ゲストを招いてのス
テージ、フードや学生作品のマーケットなど、様々
なコンテンツで、「SHOCK」というテーマの文字通
りに、皆様に衝撃をあたえます！
【問合せ】Tel/042-637-8745
URL/http://www.zokei-st.org/cs/

青山学院大学

第10回相模原祭
10月6日(土)、7日(日)開催
今年のテーマは「青学魂」！今年も、芸能人による
トークショーや学生によるファッションショーは
もちろん、子供から大人までが楽しめる様々な企画
を提供いたします。相模原祭にて学生の輝きを感じ
てみませんか？ご来場お待ちしております。
【問合せ】青山学院大学　第10回相模原祭実行委員会
〒252-5258　神奈川県相模原市中央区淵野辺5-10-1 G-522
Tel・Fax/042-759-6450
Mail/pr@sagamiharasai.com

青山学院大学

市民大学「青山学院大学コース」　
『今こそ求められる
｢社会と情報」をむすぶ視点』
「社会」と「情報」というキーワードから展開される
二つの側面について解説する。その一つは、社会に
潜在する情報を導き出し・分析し、それを有効活用
する方法について、実例を元に解説する。もう一つ
は、インターネットやケータイの一般的普及と
Web2.0という言葉に代表されるそこで提供され
るサービスの発達により変化した社会についての
解説と、どの様に社会を変えていくことができるの
かという視点から事例を元に解説する。
【日時】2012年10月13日（土）～11月10日（土）
毎週土曜日　13：10～14：40（初回のみ13：00～）

暮らしに役立つ経営工学
経営システム工学の4つの領域（経営管理、IE・生産
管理、統計・品質管理、OR・情報）の視点で暮らしを
科学する。
【日時】2012年11月17日（土）～12月15日（土）
毎週土曜日　13：10～14：40（初回のみ13：00～）

【問合せ】さがまちコンソーシアム事務局
Tel/042-703-8550
※月～金曜日（祝日を除く）午前9時から午後5時まで
【開催場所】青山学院大学 相模原キャンパス

東京造形大学

第5回造形のデザイン展
本学卒業生で広く社会で活躍しているデザイナー
の業績を紹介します。グラフィックデザインや工業
デザインなど多岐にわたる作品をご覧になれます。
【会期】2012年9月12日～10月10日
開館時間：10：00～16:30、休館日：日曜、9月17・18日
【会場】東京造形大学附属横山記念マンズー美術館

高梨豊写真展（仮題）
写真家として長年にわたり第一線で活躍する本学高梨
豊客員教授の、土門拳賞受賞を記念した展覧会です。
【会期】2012年10月26日～11月10日（予定）
開館時間：10：00～16:30、休館日：日曜・祝日
【会場】東京造形大学附属美術館ZOKEIギャラリー

【問合せ】学芸担当：北本　Tel/042-637-8165

サレジオ工業高等専門学校

育英祭（学園祭）
今年度の育英祭のテーマは、『Power  factor  
100%』に決まりました。『Power  factor  100%』 
とは力率100%のこと。とても高専らしいテーマと
なりました。今年はそんな高専らしさを全面に出し
ていきます！学生の模擬店、各学科の研究成果の展
示、ソーラーカーなどのイベントも充実しています
ので、皆様ぜひお越しください。
【開催日時】
2012年11月3日（土）～11月4日（日）　10:00～16:00
URL/http://www.salesio-sp.ac.jp
Tel/042-775-3020　Fax/042-775-3021

玉川大学

COSMOS FAIR 2012
今年のテーマは「つなげよう絆　広げよう未来」で
す。大学全体や地域の方とつながりをもてるような
コスモス祭を目指します。100を越える模擬店な
ど、キャンパス内どこに行っても楽しめます。玉川
大学が繰り広げるバラエティー豊かなイベントに
ぜひ足をお運びください！
【問合せ】玉川大学学生センター
Tel/042-739-8904(平日 9:00～17:00)

二十祭まちだ（町田市成人式）実行委員会事務局

2012年度二十祭まちだ
（町田市成人式）実行委員募集！
町田市の成人式は、新成人中心の20歳前後の若者
が主体となった実行委員会を組織し、式典や新成人
応援イベントを企画・運営しています。成人式以外
にもイベントを実施する予定です。随時、実行委員
を募集しています。ご応募お待ちしております☆
【問合せ】二十祭まちだ実行委員会事務局
（町田市文化スポーツ振興部文化振興課）
住所/町田市森野2-2-22
Tel/042-724-2184　Fax/050-3085-6554

スポーツ祭東京町田市実行委員会（町田市国体推進課）

スポーツ祭東京２０１３に参加してみませんか？
まちだサポーターズ（市
民ボランティア）を募集
しています。皆さんも大
会をボランティアとし
て支えてみませんか？
【大会名】スポーツ祭東京２０１３（第６８回国民体
育大会　第１３回障害者スポーツ大会）
【日程】２０１３年９月２８日～１０月１４日
【会場】町田市立総合体育館　他
【問合せ】
スポーツ祭東京２０１３町田市実行委員会（町田市国体推進課）
町田市南成瀬５－１２（町田市立総合体育館内）
TEL/042-724-5830　FAX/042-724-5831
Ｅ-MAIL/ volunteer@tokyo-kokutai2013-machida.jp
URL/ http://tokyo-kokutai2013-machida.jp/
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取材・写真・記事（赤塚 / 古橋 / 濱田 / 彦根）


